
 

『四大公害病の語り部講話を聴く集い～語り部による伝承会～』に 

ご期待ください！! 

 

10 月 7 日（土）13 時 30 分より、資料館 2 階交流学習ルームにおいて、『四大公害

病の語り部講話を聴く集い～語り部による伝承会～』を開催します。 

集いでは、イタイイタイ病資料館のほか、四日市公害と環境未来館、新潟県立環

境と人間のふれあい館、水俣市立水俣病資料館で活躍される語り部を招き、それぞ

れが経験された公害について語っていただきます。 

 

また、後半の意見交換会では、『公害の事実と教訓を風化させないために』をテー

マに、それぞれが経験した公害被害から何を学び、その事実や歴史をどのように後

世に継承していくのか、課題や方策について、四大公害病資料館の語り部とともに

考えます。 

 

四大公害病資料館の語り部講話を一度に聴講できる貴重な機会です。 

皆様、この集いを通して、公害の恐ろしさ、環境と健康の大切さについて考えて

みませんか。 

事前申込は不要で、参加料も無料です。皆様是非ご参加ください。 

 

詳細については、資料館ホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



   

教員向けの『資料館活用研修会』を開催しました。 

 

8 月 17 日（木）、イタイイタイ病資料館を社会科の授業や総合的な学習の時間、

道徳の時間などに有効活用していただくための研修会を開催し、県内の小・中学校、

特別支援学校より 10 校 15 名の教員が参加されました。 

 

教員らは、ガイダンス映像視聴及び展示室を見学した後、大上久彦さんの語り部

講話を聴講され、患者であった祖母をお世話した話など真剣に耳を傾けておられま

した。 

その後、富山市立五福小学校の清水卓教諭より、イタイイタイ病を授業に取り入

れた実践事例を紹介いただいたほか、射水市立大門中学校の前教頭で今年 3 月に完

成した中学生向け副読本の編集委員を務めた竹脇久雄氏より、副読本の制作意図と

活用方法について解説いただきました。 

 

研修の結びとして、富山国際大学子ども育成学部の水上義行教授より、イタイイ

タイ病を教育に位置づける意義など触れつつ、イタイイタイ病の教訓を子どもたち

に継承することにおいて、今回の研修会は大変有意義なものと総括されました。 

 

  今回の研修会を踏まえ、資料館では今後とも教員の方々との連携を深めながら、 

イタイイタイ病を風化させない教育の実践に向け、取り組みを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
富山国際大学子ども育成学部  水上義行教授  

による総括  

 

 

 
大上久彦氏の語り部講話 

 

 
富山市立五福小学校  清水卓教諭による発表   

 
射水市立大門中学校  竹脇久雄  前教頭  

による発表  

 


